
　　
埋蔵文化財センター秋季特別展

木と人のかかわり２　
～木器からみた原始の生業とまつり～
　原始の日常生活品
や農工具、建築部材
など幅広い分野で巧

たく

みに作られた木器・
木製品を通して、古
代人の暮らしぶりや
精神文化、自然との
関わりに触

ふ
れませんか。

時�10月5日（土）～12月1日（日）午前9時～午後4時
内（約130点展示予定）
　〈�生業の木器〉容器、腰掛、鋤

すき
、鍬
くわ
、田

た
下
げ
駄
た
など

の農具類、背
せ　おい　いた

負板、田
た

舟
ぶね

、準構造船、櫂
かい

、柱、
梯
はし

子
ご

、ねずみ返し、矢板など
　〈�まつりの木器〉木

もく

偶
ぐう

、鳥形、舟形、刀形木製品、
儀
ぎ

杖
じょう

､ 衣笠立ち飾り、琴、筑
ちく

状
じょう

弦
げん

楽
がっ

器
き

など
他�毎週火曜日と9月16日（月・祝）～10月4日（金）、
11月25日（月）、12月2日（月）～13日（金）は休
館します。
記念講演会を開催
時�11月16日（土）午後2時～
所�埋蔵文化財センター
内「�野洲川放水路通水40周年記念～服部遺跡
の調査をふりかえって～」

講�入
いり
江
え
�正
まさ
則
のり
さん（元服部遺跡発掘調査担当者）

￥�無料　他�申込不要
問�埋蔵文化財センター　☎・有 �・5（585）4397

　　

生涯骨太クッキング
料理教室�参加者募集

時�10月26日（土）午前10時～午後1時
所�玉津公民館
内�生活習慣病予防についての講習と乳製品を使っ
た調理実習
メニュー　�豚肉と白菜の重ねチーズ蒸し焼き、彩り豆

サラダ、鮭チーズご飯、ほうじ茶プリン
講�健康推進員　対�市内在住の人（子ども同伴不可）
定�先着25人　￥�300円/人
持�エプロン、三角巾、マスク、手ふきタオル
申�10月4日（金）までに①氏名�②郵便番号�③住所�
④電話番号と「生涯骨太クッキング参加希望」と記
入のうえ、はがきまたはファクスで下記へ申し込
み。参加者には後日、健康推進員から連絡します。

問�〒524―0013　下之郷三丁目2番5号
　守山市健康推進員連絡協議会事務局
　（すこやか生活課内）
　☎・有 �（581）0201　5（581）1628

　
「
土
と
火
の
出
会

い
」、「
土
器
に
宿
る

精
霊
た
ち
」な
ど
、
原

始
土
器
の
魅
力
を
ア

ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア

の
神
話
か
ら
探
り
、

月
夜
の
晩
、
弥
生
の

遺
跡
で
、
も
の
づ
く

り
の
世
界
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時�

１０
月
１１
日（
金
）午

後
６
時
３０
分
～
８

時
３０
分

話
し
手

　
今い
ま
関ぜ

き�

信の
ぶ
子こ

さ
ん（
児
童
文
学
者
）、
宮み

や
本も

と�

ル
リ
子こ

さ
ん（
陶
芸
作

家
）、
松ま
つ

本も
と�

治は
る

幸ゆ
き

さ
ん（
陶
芸
作
家
）、
林は

や
し

田だ�

博ひ
ろ

惠え

さ
ん（
手
作
り

紙
芝
居
作
家
）、宇う

野の�

晶あ
き
さ
ん（
県
立
陶
芸
の
森
／
世
界
に
ひ
と
つ

の
宝
物
づ
く
り
実
行
委
員
会
）

所�

下
之
郷
史
跡
公
園　

内�

演
題　

　
『
土
は
生
き
て
い
る
』

　
　
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
土
器
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
～

対�

高
校
生
以
上
の
人

定
8０
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
立
ち
見
）　
￥�

無
料

申�

９
月
１５
日（
日
）か
ら
左
記
へ
申
し
込
み
。

問�

下
之
郷
史
跡
公
園（
火
曜
日
、
祝
祭
日
の
翌
日
は
休
館
）

　
☎・
5（
５
１
４
）２
５
１
１

弥
生
の
夜よ

話
ば
な
し

会
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